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No 発言者の所属名

1 釧路市医師会

2 釧路市

3 釧路労災病院

4
北海道看護協会
釧路支部

5 釧路赤十字病院
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6
釧根地区老人福祉
施設協議会

看護師不足は、全病院の課題。看護師養成校の段階で、地方では定員割れ
し、札幌市近郊の学校に学生が集まっている現状。北見市に日赤が設置した
看護大学も苦戦している。
看護師不足は、最終的には、金銭的インセンティヴが必要と思う。
また、国や地方公共団体のお金の使い方が問題。前例踏襲のお金の使い方
だと、そのまま、予測通り、釧路の医療は崩壊する。

医療計画と介護保険事業（支援）計画、感染症予防計画の整合性を確保するための
「協議の場」（２回目）の結果報告書

１　北海道医療計画の見直しに係る意見
　　　※計画素案の概要

意見等（要旨）

釧路市の小児科の先生の高齢化が進んでおり、10年たったら釧路市に小児科
の診療所はなくなる恐れがある。医師会としても、釧路出身の小児科の先生に
戻っていただけないか、働きかけている。
小児科医師がいない、診療所が消えるということは、釧路に若い人が住まなく
なる。なぜなら、子どもを育てられなくなるから。市や道（保健所）も危機感を
持って動いて欲しい。
釧路市の開業医の支援制度について、令和５年度から開始したが、精神科医
からは問い合わせがあるが、小児科医からは、今のところ問い合わせは無い
のが現状。

当院でも、看護師は充足しておらず、断腸の思いで一般病床を100床減らして
いる。釧路地域に看護職を養成する学校が四つあるが、定員割れしている。養
成校を卒業しても、札幌や本州の都会に行ってしまう。医療の問題だけではな
く日本社会全体で、若い人、新しく社会人になる人が、どんどん減っているわけ
だから、どうしましょうか、と考えている場合ではないかもしれない。

看護師の人材確保はかなり厳しい。考えうる対策としては、金銭的な処遇改善
（給料、奨学金等）とか、教育（どんな経験を積めるか？）の宣伝・広報。
潜在的看護師については、ニーズの把握（短時間勤務、夜勤のない勤務なら
可能な人？）が必要。夜勤のできる看護師を募集しても応募がないことから、
正職員と短時間勤務者といった働く方のニーズを組み合わせた勤務形態が必
要。

２　医療と介護の連携等に係る意見

介護保険施設を運営する社会福祉法人は半分以上が赤字。医療機関同様、
介護保険施設も介護職員や看護師等が不足しているが、給料を上げたくても、
介護報酬は公定価格であり、そのための原資がない。
ケアマネにいたっては、集まらないというより、そもそもいない。ケアプランを作
るケアマネがいないから、介護サービスが受けられないといった事態が生じて
いる。今後は、保険者（市町村）自らが、セルフプランの作成を援助する形で、
介護保険をまわしていかざるを得ないのではないか？

意見等（要旨）



No 発言者の所属名

※ 適宜、行幅の変更、行の追加をしてください。

意見等（要旨）

３　感染症予防計画の見直しに係る意見等


